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第I部一学校教育の新しい展開

　我が国の初等中等教育は，戦後、極めて困難な状況下で再建のスター

トを切ったが，教育の機会均等の理念の下に，教育を重視する国民の熱

意に支えられ，かつ，学校教育関係者の努力ともあいまって，著しく普

及・発展してきた。義務教育については，昭和30年代前半までの間にほ

ぼ新制度が定着した。また，高等学校教育についても，経済の高度成長

に伴い，昭和30年代，40年代に量的拡大を続け，50年代までには進学率

が90％を超えるまでに至った。戦前の中等教育機関は限られた者のみが

学んだ機関であったが．戦後の一高等学校は，このように極めて短期間の

間に，ほとんどの者が学ぶところとなった巾

　他方，この間，初等中等教育の量的な拡大に合わせて，教育課程の基

準の改訂，教職員の待遇の改善や定数の充実，学校施設の整備などの施

策の実施を通じて質的な充実にも努力が払われた。

　その結果，我が国の初等中等教育は，今日では，その普及の程度にお

いても，また，質の高さにおいても国際的に高い評価を受けるに至って

いる。

　しかしながら，その一方で，今日の初等中等教育の現状については，

受験競争の過熱化，いじめや登校拒否の問題，ある．いは自然体験や生活

体験の不足など様々な問題が指摘されている。

　また，同時に，我が国においては，高齢化，各分野における情報化・

国際化の進展などの社会の変化が進んでおり，我が国の初等中等教育に

は，このような社会の変化に的確に対応し得る力を育成するための教育

の実現も強く求められている。

　このような初等中等教育をめぐる諸問題を解決し，社会の変化に的確

に対応し得る力を育成していくためには，一人一人を大切にした教育を

行っていくという基本に立ち返り，初等中等教育の一属の改善充実に努

めていくことが重要だと言わなければならない。

　そめために，国，地方公共団体，学校は，連携・協力して，これら・の

第I章　一人一人を大切にし．た教育

諸課題に取り組んでいかなければならない。本自書では、第I部で，こ

れらの取組のうち，特に最近大きな課題となっている学校週5日制，高

校教育改革，進路指導の改善の問題について取り上げた。なお，そのほ

かの初等中等教育の重要課題については，第I1部で紹介している。

1　子どもたちの学校生活

　まず，児童生徒は，今の学校をどのように考えているであろうか。

　平成6年3月，文部省は「学校教育と学校週5口制に関する意識調

査」を民間の調査機関に委託して行った。この調査は，全国の小学3年

生，5年生、中学2年生及び高校2年生，並びにそれらの児童生徒の保

護者（回答考の81．6％は女性）及び教員に対して，学校教育全般と学校

週5H制についての意識を調査したものである口

　その調査結果は次・のようであった。

　小学生で学校生活に満足している（「満足している」及び「まあ満足

している」と答えたものの合計。以下同じ。）のは91．2％，中学生では

70．6％，高校生では64．3％となっており，大半の児童生徒は学校に満足

していると回答している｛図I－1－1〕。しかしながら，満足してい

る者の比率は，小、中，高と学校段階が高くなるにつれて低くなるとい

う傾向を示している岨

　満足している子どもたちの90％以上（小学生94．1％，中学生93．9％，

高校生92．5％）が，学校生活で楽しく思うこととして「友達との遊び」

を挙げている。次に楽しく思うこととして挙げられているのは，小学生

では，「学校行事」（71．0％〕で，次いで，「先生とのふれあい」（38．3

％），「クラフ活動」（35．6％）と統く（図I－1－2〕。中学生では，楽

一2一 一3一



第1部　1準ヰ宜孝生育の1新しい展開
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第1章　一・・人一人を大切にした教育

しく思うこととレて第2番目に挙げられているのは「クラブ活動や部活

動」／50．8％），次いで「学校行事」（42．O％〕である（凶I－1－3）。

高校生では，「学校行事」（40．1％〕、次いで「クラブ活動や部活動」

（39．8％）の順である（図I－1－4〕。

　したがって，小学生，中学生，高校生とも，生徒同士の触れ合いや．

教科の学習以外の教育活動を主に楽しいと感じていることがう．かがわれ

る。

　」方，学校生活に不満を感じている（「不満である」及び「やや不満

である」の合計。以一ド1司じ。）のは，小学生で8，8％、1二1］学生で29．3％，

高校生で35．8％であり，学校段階が高くなるにつれてその比坤｛は、高く

なってくる（図I－1－1）。

図1　1　3　学校生活の中で楽しいこと〔中学生〕
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その他
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　　Lた押‘二‘岨1川Lた．．

　　2　il11榊圭噸敬1111神．
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一4一 一5一



第1部 掌校教育の新しい．展開

　図I－1－4　学校生活の中で楽しいこヒ（高校生〕
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　　　した普．二質問した。

　　2　回答は傾。側111答一，

t資料〕文部省F学校教苛と学憧週5日1制に閲する忠拙蝸企」いF故6年3”1

　不満を感一している事柄は，小学生では，「授業の内容ややり方・進み

方」（47．3％〕、「友達のこと」（41．1％〕，rテストのこと」（37．8％）の

順である（図I－1－5）。また．中学生では，「自分の成繊のこと」

（49．7％），「学校の規則のこと」（48．6％〕，「先生のこと」（40．7％〕の

順であり（図I－1－6），高校生では，「自分の成繍のこと」（53．1

％〕，「授業の内容ややり方・進み方」（40．2％〕，「先生のこと」｛35．6％）

の順である｛図I－1－7）。

　この結果，小・中・高校生を通じた不満の大きな理由は「成繍のこと」

（「テストのこと」を含む〕であることがうかがえる。また，小学生や

高校生では「授業の内容ややり方・進み方」一に不満であると答えた者が

多いのに対し，中学生では「学校の規則のこと」に対して不満であると

授業の1’・1容ヤ

」中■］一方・進み片

皮た一ちのこと

テス1・抑二と

’芋捜帥きま■」

か一里いこと

・先年のこと

望惜例施・1投や
皿珪舳口i二．三

クラブσiこ．と

ぞ例地

図I－1－5
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第一章 一人一人を大切にした教育

学校生活に対する不調（小学生）
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第一I部　寧校教育の新しい展開

図I－1－7 学校生活に対する不満（高校生〕
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　　1　図I－1－1の調査で「やや不満である」此は「不摘である」と回答した拷

　　に質問した。

　　2　回答は複数回答。

｛資料〕文部省「学校教育と学校週5日制に関する描；識調背」1平成6年3川

答えた老が多い。

　以上の意識調査の結果から半11断する限り，大多数の小学生は学校教育

活動全体を楽しんでいるという様子が表れているが，中学校，高等学校

と進むにつれて成績に関する悩みが増大し，受験に対する意識が高まっ

ていることが推測される。

2　学習塾通い

　平成5年度の文部省の調査によると，小学生の4人に1人，中学生の

半I数以上が学習塾に通っている白学習塾に通う者の比率は，小学生で

23．6％，中学生で59．5％となっており，昭和51年度の小学生ユ2．O％、中

学生38．0％，昭和60年度の小学生16．5％，中学生44．5％と比べると，近

1刎
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図1－1－8
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学習塾にヨ面う’’｝・中≡幸召白のj＝ヒ幸；

・・
?単生・一一・・…十一一一一・；

　　　　44．51’’

’’ @＝59－5

小学生　　　　　　　　　　　　　　123．6

　　　　　　116－5

1昭和51 目円相60 ・叫三成5　　1・牢腔〕

：郁＝一史郎肯「児．道・生徒の学枇外＝芋1榊舳1二脚する実態調舳榊1151年院，OO年度j

　　　吏部首「’字1嵩拠等に1服する突雌調壷」Hミ波5年度1

年，調査のたびに増力11している（図I－1－8）．

　保護者が子どもを学習塾に通わせる躍南は，「子どもが希望するから」

（46．O％），「家庭で勉強をみてやれないから」（33，3％〕，「」人では勉

強しないから」（32．4％），「学校の授業だけでは受験勉強が十分できな

いから」（26．0％）の順であった（図I－1－9）．．学補塾に通うか通わ

ないかは，個々の保護者，子どもの判断であるが，過度の学習熟通い

は，それぞれの子どもの発達段階にふさわしい遊びや生活体験・の機会を

制約することになり，その結果，望ましい人間形成に悪影響を及ぼす恐

れがあるとの懸念が指摘されてお一〕、看過でき一ない問一題を含んでい・ると

言わなければならない。
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第1部　学校教育の新しい展開

図I－1－9　保証者が子どもを学習塾に通わせた理由
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1資料j史部背一学『岬描等に1則寸る衷腔蝸硅一いド成5年店j

3　一つの物差しによる評価

　学習塾に通う児童生徒の数が増カllしていることは本節の2で兇たとお

りであるが，その要因とされる受験競争過熱化の問題は、今日の我が国

の初等中等教育において真剣に対応すべき教育課題と言わなければなら

第1章　一人一人を大釧こした教育

。ない。

　この受験競争の過熱化をもたらしているものとして，平成3年4月の

中央教育審議会答申「新しい時代に対応する教育の諸制度の改革につい

て」においては，学校間の「序列」，あるいは「序列意識」という問題

があるとした。

　同答中は，多くの大学，短期大学，高等学校があるにもかかわらず，

それぞれの学校の特色や多様性が適切に評価されず，「偏差値」という

」つの物差しが重視される傾向が強く，そこから「序列」付けとカ㍉

「序列意識」というような問題が生じているとした。

　また，子どもたちについても，偏差値という一つの物差しに強く依存

した進路指導が行われ、子どもたちの多様な個性や興味・関心，能力・

適性などが一1一．分考慮されない場合が少なくない。・Irどもたちも．偏差値

による序ク1」を過度に意識した学業生活を送ることとなっていると指摘し

たのである。

　過度の受’験麟却・をもたらしているものをこのように考えるとき，この

問題への収縦は，結局．学校の評価iを．．1一二’ドの関係においてイー一fわないとい

うこと，一一つの物簾しを当ててどちらが良い学校かというような学校観

をいかに改めていくかということ、また，同時に、一一rどもたちについて

も」つの物差しによって兇てしまいがちな評価観，教育観をいかに改め

ていくかということが極めて亟婆な桃、1点となると考えられる。

　では、この閥魎を克服するためにどのように取り組んでいくべきか。

長年の歴史的継適の中で形成されてきた問題であり，また，国民の意識

にもかかわる1瑚魑であるだけに、なかなか燃しい1閉魑であるが，学校教

育関係省はもとより，国民の一人一人がそれぞれの立場において取り組

むべき今日の我が国の教衡をめぐる基本的な重要閥魑だと言わなければ

ならない。

　そして，そのために学校教育では，何に取り組むか。対症療法的な解
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第I部　学校教育の一新しい展開

　　　　　　与吏ん
決法はなく，迂遠なようであるが、一言一で言えば，．それぞれの一学校がそ

れぞれの特色を発揮し，一人一人を大切にした教育を推進していくとい

う原点に立ち返った努力を積み重ねていくということではないか。多様

な，特色のある学校が併存し，それぞれの学校が一人一人を大切にした

教育を推進することにより，一つの物差しだけを重視した評価が行われ

ることがないように、一人一人の子どもが仲一び伸びと学ぶことができる

よう＝に努力する一。

　このような努力を積み重ねることにより、一つの物差しではなく．多

元的な，多様な物差しで，学校を，子どもを評価するようにならなけれ

ばならない。特に，子どもの評価については，子ども一人一・人のよさや

可能性を伸ばし，その自己実現を支援していくような評価でなければな

らない。

　こうした方向に向けて諸施策を展開していくことが，受験競姉・の弊害

の是正一を含め，我が国の一学校教育が取一〕組むべき基桐1勺な課題と考えら

れるの一である。

　先ほども述べたように，この閑］趣は社会n句風潮，国工｛の意識にもかか

わる問題であるだけに、初等中等教育の取組のみで克服されるものでは

ない。大学や企業やそして保護静等が，それぞれの立場でこのような教

育観に立った改善の一努力や意識の改革を重ねることが極めて大切である

ことも指摘されなければならない。既に，大学や企業においても。このよ

うな方向に向けての取組が進められてい・る。例えば、大学では．カリキ

ュラム改革や教育方法の改善，入学者選抜方法の］一二夫改輯箏，大学教育

全般にわたって多岐にわたる改革を椎巡している。また，経済界におい

ては，経済同友会が「企薬は採用に当たって1．1H身大学名を聴取しないこ

と」（経済同友会「大衆化1時代の新しい大学像を求めて」（平成6年4

月〕〕を提言している。

　このように，それぞれの関係者が一つ一つ改善のための努力を行って

第一葦一一・人一人を大旬』にした教育

おり、初等中等教育関係者も，上に述べた考え方にたって，教育全般の

改琳・改善に努めなければならない。

4　いじめや登校拒否などの問題

　今日の初等巾等教育に関して間魍とされているものに，いわゆる一いじ

めや登校揃．否などの間魎がある血

　口召和50年代後半に校内暴力が多発し（図1－1－lO〕，繍いて，いじ

めが深刻な社則洲魑化した（以ロー1－Il）。近年は登校芋1－1盃の旧脳が

深刻化している。平成5年陛における登校伽一書州欣‘i一三徒徽は，小学生的

1方1，OOO人．■1－1学｛k約4．方9．OOO人となっており，この数は，■1州1141年

のヨ1瑚企1瑚始以来最多である（1ヌロー1－12〕．、また、一1’パ年“芦校111途退’γ

者数も，榊」ll｛頃1‘1」にあるというわけではないが．大きな1；1値となってい

る、．・・1戦4年度の高等学校11・1途退学・・梼徽は，約10〃人に及んで・いるけ刈

1－1－13〕、．．

　これらの1川魍への対応としては、’r＝校，家庭及ひ一也城。キ1二会が．体とな
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図1－1－13高等学校中途逗事者数の推移｛公・私立〕
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って対一策をたててい・くことが緊要な謀魎である。その具体的な対応策に

ついては．，第n部第3章第2節において詳しく取り．」．二げている。

5　子どもたちをめぐる環境の変化

　学校教育をめぐる間魑としては，これまで見てきた学校の中で生じて

いる間魍のほか，学校を取り巻いている社会の変容及びそれに伴う地域

社会や家庭の教育I機能の変化を挙げなければならない。それが子どもた

ちの教I育に様々な1瑚魎を生みlI．化でいるからである。

　まず、子どもたちにもっと多様な体験をさせる必要が生じているとい

うことである。子どもたちの健やかな成長のためには，家庭や地域祉会

において様々な体験を雁ねることが必要であると言われているが，核家
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第I・部　’学校孝匡育の親〒しい．展開

族化，少子化，都市化等の近年の家庭や地域祉会を取り巻く環境の変化

や保護者の意識やライフスタイルの変化に伴い、現代。の子どもたちは，

遊び，自然体験，生活体験などの機会が減少している状況にある古

　例え1．ざ，平成6年3月の文部省の意識調査によれば，今の子どもたち

に不足している家庭や地域社会における体験として・保護者は，家一事・

家業の手伝い（61．O％），自然に親しむ活動（55－5％），読書（41．O％）、

友達との交流（32．9％〕，ボランティア活動（32．5％），地域の催しや行

事に参加するなど地域の人々とのふれあいを深める活動（31．5％〕など

を挙げている（図I－I－14）。

　また，豊かな社会の実現が，貧しさ，不便さなどの逆境をなくした

り，減らした反面，子どもたちの自立心，自己抑制力，忍耐力，責任

感，連帯感，思いやりの心，感謝の気持ちなどを育てる固では課題を生

じさせているとの指摘がある。

　文部省の意識調森によっても，子どもに身に付けてほしいごととし

て，保護者は，第一に「思いやり」（84．1％）・次に1「基本的な生活青

憤」（76．7％〕，「自主・自律」（72．O％）、「責任感」（70．8％〕、「一明朗・快

活」（66．1％），「公正・公平」｛55．3％〕等を挙げている（図I。一1－

15）。これを子どもの学年別に見てみても，小・中・高校生のいかんにか

かわらずこの順位が大きく変わることはない。

　保言聾者の意識においても，基本的生活悶憤を身に付けさせることが極

めて大切であると考えているとともに，「思いやり」，「自主・自律」，「責

任感」，「明朗・快活」，「公正・公平」等の価値観を重視し，これらを二戸

ともに身に付けさせたいと考えていることが1項らかになっている。皿

　さらに，急速な工業化，都市化等の進行の結果、伝統的な各種の杜会

規範が弱まり，価値意識の多様化、相対化が進展していることや，いわ

ゆる核家族化の進展に．よリ，祖父母から若い夫婦に子育ての知恵が伝達

されなくなったこと，親の過一千渉や過剰な期待，兄弟や隣近所の子ども

一16一
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図工一1－14今の子どもに不足している体験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％〕
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の数の減少による社会1生を育てる機会の減少などが生じていることが挙

げられる申

　このような子どもたちを取り巻く環境の変化を考えると，学校，家庭

及び地域社会の教育の在り方とその相互関連を見直し，学校，家庭及び

地域社会それぞれの教育機能を高めることが極めて重要な課題と言わな

ければならない由

一17一



第I部　学司安宅圭育の新しい展開

図1－1－15　どのような二とを子どもに身につけてほしいか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛％〕
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t桂j1　小学生，中竿生児は高校生を持つ保護者州岬1答口

　　2　回答は糎数国答。
；資料i文盲11省「学校教育と学校週5日制に1理十る意識一調布」1・ギ1典6年3］一一い

第1章　一人一人を大切にした教育

　初等中等教育には，第1節で見た問題への対応に加え，社会の変化を

見通し，その変化に適切に対応しつつ，いかに初等巾等教育の役割を果

たしていくかという問題がある。

1　生涯学習への対応

　（1〕生涯学習時代の到来

　近年，科学技術の高度化や産業構造の変化，国際化，情激化等に伴う

社会の変化には著しいものがある。このような急速な社会の変化の中で

は，人々は、仕事上も，日常生活の上でも，絶えず新たな知識や技術を

習得することが必要になってきている。

　また，所得水準の向上や自由時間の増大により，りカレント教育と言

われる職業人を対象とした教育のみならず，主婦や高齢老など幅広い

人々の多様な学糊活動が増加してきていることにも見られるように，学

習活動への関心は極めて高度化し，また，多様化してきていると言え

る。

　これからは，人々が、青少年期だけでなく，生涯にわたって学ぶ時代

である。生漉のいつでも，自由に学閥機会を選択して学ぶことができ，

その成果が適切に評価されるような生漉学習社会を築いていくことが，

璽製な一課魎となっている。

　ω　白ら学．；砿欲やカの育成

　学校教育は、本来，≒lk漉にわたって学び続ける』杢礎を培うとともに、

その一生を巡じる人1拙形成の基礎として必要なも・のを糊得させる場であ

るが．実際には、これまでの学校教育は，ややもすると必要な知識，技

能等をすべて学校で教えようとする傾向があった日
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